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【開催日】 令和３年３月１０日 

【開催場所】 議場 

【開会・散会時間】 午後１時３０分～午後２時１５分 

【出席委員】 

委 員 長 矢 田 松 夫 副 委 員 長 河 野 朋 子 

委 員 伊 場   勇 委 員 大 井 淳一朗 

委 員 岡 山   明 委 員 奥   良 秀 

委 員 河 﨑 平 男 委 員 笹 木 慶 之 

委 員 水 津   治 委    員 杉 本 保 喜 

委 員 髙 松 秀 樹 委 員 恒 松 恵 子 

委 員 中 岡 英 二 委 員 中 村 博 行 

委 員 長谷川 知 司 委 員 藤 岡 修 美 

委 員 松 尾 数 則 委 員 宮 本 政 志 

委 員 森 山 喜 久 委 員 山 田 伸 幸 

委 員 吉 永 美 子   
  
【欠席委員】 なし 

 

【委員外出席議員等】 

議 長 小 野   泰   

 

【傍聴議員】 なし 
 

【執行部出席者】   

副 市 長 古 川 博 三 企 画 部 長 清 水   保 

財 政 課 長 山 本   玄 財政課課長補佐 村 長 康 宣 

財政課財政係長 野 原 崇 史 財政課調整係長 鈴 木 一 史 

 

【事務局出席者】 

事 務 局 長 尾  山  邦  彦 事 務 局 次 長 石   田    隆 

事 務 局 主 査 島 津 克 則   

 

【付議事項】 

１ 議案第９号 令和３年度山陽小野田市一般会計予算について 

 

午後１時３０分 開会 
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矢田松夫委員長 それでは一般会計予算決算常任委員会を開会します。本日の

審査日程については、皆さん方のお手元に配付しております日程によっ

て進めていきたいと思っております。それでは審査日程の１番でありま

すが、先ほどの本会議で本委員会に付託されました議案第９号、令和３

年度山陽小野田市一般会計予算について、執行部から予算の総括説明を

求めます。 

 

山本財政課長 令和３年度山陽小野田市一般会計予算につきまして、総括的な

説明をします。お手元の予算書、予算に関する説明書の２ページをお開

きください。第１条に定めておりますとおり、歳入歳出予算の総額は、

歳入歳出それぞれ２９２億円であり、前年度当初予算と比較しまして１．

５％、４億５，１００万円の減額となっております。また、第２条にお

きまして債務負担行為、第３条におきましては地方債を定め、第４条に

おきまして一時借入金の最高額を７０億円としております。なお、第５

条におきましては、歳出予算における各項の経費の流用範囲を定めてお

ります。３ページを御覧ください。第１表、歳入歳出予算の歳入としま

して、１款市税から６ページの２２款市債までの款項の区分ごとの金額

を記載しております。また、７ページ以降には歳出としまして、１款議

会費から９ページの１３款予備費までの款項の区分ごとの金額を記載し

ております。１０ページをお開きください。第２表、債務負担行為とし

まして、人事給与システム構築・運用事業以下１１の事業等につきまし

て、期間及び限度額を設定しております。１１ページでは、第３表、地

方債としまして、市民館整備事業債以下２５の地方債につきまして、限

度額、起債の方法などを定めております。次に、１５ページをお開きく

ださい。歳入歳出予算事項別明細書の総括としまして、１５、１６ペー

ジでは歳入を、１８、１９ページでは歳出につきまして記載をしており

ます。それでは、事項別明細書の歳入につきまして、款項を追って、そ

の概要を御説明します。２０、２１ページをお開きください。１款市税、

１項市民税におきましては、３２億７，３５２万円を計上しております。

個人市民税におきましては、新型コロナウイルス感染症等の影響を踏ま

え、個人所得割の減を見込むほか、法人市民税におきましても、税制改

正に伴う法人税割における税率の引下げの影響などもあり、減を見込ん

でおります。次に、２項固定資産税におきましては、５０億８，３１４

万１，０００円を計上しております。滞納繰越分におきましては、令和

２年度分の徴収猶予に係る増を見込むものの、土地においては、地価の

下落修正などによる減、家屋におきましても、評価替えや一定の減収が

ある中小事業者を対象とした軽減措置等により減を見込むほか、償却資
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産につきましても、同様の軽減措置等の影響もあり、減を見込んでおり

ます。また、３項軽自動車税につきましては、環境性能割におきまして、

臨時的軽減措置の延長等により減を見込んでおり、１億９，３２４万５，

０００円を計上しております。４項市たばこ税におきましては、税率の

変更や近年の実績を踏まえ、５項入湯税ではコロナ禍における直近の実

績等を勘案しております。また、２２、２３ページの６項都市計画税は、

固定資産税と同様に中小事業者を対象とした軽減措置等の影響などを考

慮しております。７項の旧法による税につきましては、令和元年１０月

１日から、軽自動車税が種別割へと変更されましたことから、従前の軽

自動車税に係る税額を区分して計上しており、１款市税全体では、対前

年度４．７％、４億６，６２１万８，０００円減の９５億１９６万８，

０００円を計上しております。次に、２款地方譲与税における、１項地

方揮発油譲与税、２項自動車重量譲与税、３項特別とん譲与税、２４、

２５ページの４項森林環境譲与税につきましては、それぞれ、国の示す

地方財政計画の伸び率や実績見込みなどを勘案し、予算計上しておりま

す。２款地方譲与税全体では、対前年度６．２％、１，２５０万円減の

１億８，８５０万円を計上しております。続きまして、２４ページから

２７ページにおける各種交付金につきましても、地方財政計画や実績見

込みなどを勘案しており、３款１項の利子割交付金につきましては２５．

０％、５００万円減の１，５００万円、４款１項の配当割交付金につき

ましては、前年度と同額の３，０００万円を計上しております。また、

５款１項の株式等譲渡所得割交付金は３３．３％、５００万円増の２，

０００万円、６款１項の法人事業税交付金につきましては６．２％、５

７０万円増の９，８００万円、７款１項の地方消費税交付金につきまし

ては、税率の引上げや新型コロナウイルス感染症による影響等を踏まえ

４．０％、５，０００万円増の１３億円を計上しております。続きまし

て２６、２７ページの８款１項のゴルフ場利用税交付金につきましては、

実績等を勘案し３．１％、２００万円減の６，３００万円を計上し、９

款１項の環境性能割交付金につきましては、臨時的軽減措置の延長等に

より５．７％、１００万円減の１，６５０万円を計上しております。次

に、１０款１項の地方特例交付金につきましては、個人市民税における

住宅借入金等特別税額控除や自動車課税における環境性能割の臨時的軽

減による減収の補塡であり８．３％、５００万円増の６，５００万円を

見込んでおります。また、１０款２項の新型コロナウイルス感染症対策

地方税減収補填特別交付金につきましては、中小事業者等を対象とした

令和３年度限りの軽減措置によります固定資産税及び都市計画税におけ

る減収分の補塡であり、１億４，８００万円の皆増を見込んでおります。
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続きまして、１１款１項の地方交付税につきましては、普通交付税にお

きまして、市税等の減収に伴う基準財政収入額の減や公債費の増加等に

伴う基準財政需要額の増を見込んでおり、対前年度１億９，０００万円

増の５９億４，０００万円を見込んでおります。また、特別交付税は、

実績を勘案し６億５，０００万円を見込み、１１款全体では３．０％、

１億９，０００万円増の６５億９，０００万円を計上しております。次

に２８、２９ページの１２款１項交通安全対策特別交付金では、実績を

勘案し１５．４％、１００万円減の５５０万円を計上しております。１

３款分担金及び負担金、１項分担金では、急傾斜地崩壊対策事業に係る

地元分担金２００万円を計上し、２項負担金では、高齢者福祉費負担金

や保育所運営費負担金など１億６，５４４万６，０００円を計上してお

り、１３款全体では１１．５％、１，７２２万円増の１億６，７４４万

６，０００円を計上しております。次に２８ページから３１ページまで

の１４款使用料及び手数料、１項使用料では、公の施設使用料、占用料、

行政財産使用料などの実績を勘案し計上しており、勤労青少年ホーム使

用料の皆減や公営住宅使用料の減などがあるものの、４月から市に移管

されますサッカー交流公園に係る使用料の皆増などにより、３億２，８

６４万４，０００円を計上しております。また、３０ページから３３ペ

ージの２項手数料では、実績を勘案し１億２，１８９万１，０００円を

計上し、３項証紙収入では、指定ごみ袋の証紙収入として１，６３５万

８，０００円を計上しており、１４款全体では１．２％、５６６万５，

０００円増の４億６，６８９万３，０００円を計上しております。続い

て、３４、３５ページの１５款国庫支出金、１項国庫負担金では、公立

学校施設整備費負担金の皆増や自立支援給付費、障害児支援給付費など

の増があるものの、児童手当や子どものための教育・保育給付交付金、

生活保護費などの減があり、３２億１，５１６万４，０００円を計上し

ております。次に３４ページから３７ページの２項国庫補助金では、学

校施設環境改善交付金の皆減のほか、社会資本整備総合交付金などの減

があるものの、道路更新防災等対策事業費の皆増のほか、個人番号カー

ド交付事業費及び事務費補助金や地方創生推進交付金、保育所等整備交

付金などの増により、４億３，２２５万４，０００円を計上しておりま

す。また、３８、３９ページの３項委託金では、衆議院議員選挙事務費

の皆増などにより、４，５０５万８，０００円を計上しており、１５款

全体では１．４％、５，３９０万１，０００円減の３６億９，２４７万

６，０００円を計上しております。続きまして、同ページ中段からの１

６款県支出金、１項県負担金では、自立支援給付費や障害児支援給付費

などの増があるものの、児童手当や子どものための教育・保育給付交付
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金の減などにより、１２億８，３９８万６，０００円を計上しておりま

す。また、４０ページから４３ページの２項県補助金では、単県農産漁

村整備事業費の皆減や、乳幼児医療助成費などの減があるものの、石油

貯蔵施設立地対策等補助金などの増により、４億８，６５８万９，００

０円を計上しております。４２ページから４５ページの３項委託金では、

国勢調査費の皆減などがあるものの、県知事選挙事務費や地域外来・検

査センター事業費の皆増などにより、１億５，３９３万９，０００円を

計上しており、１６款全体では４．０％、７，４１９万６，０００円増

の１９億２，４５１万４，０００円を計上しております。次に、４４、

４５ページの１７款財産収入、１項財産運用収入では、市有財産の貸付

料や基金運用収入など１，３２７万５，０００円、２項財産売払収入で

は、市有地の売払収入など９３７万６，０００円を計上し、１７款全体

では９．３％、２３２万５，０００円減の２，２６５万１，０００円を

計上しております。続きまして、４６、４７ページの１８款寄附金、１

項寄附金では、ふるさと寄附金の増により１００．０％、１億３，００

０万円増の２億６，００１万円を計上しております。４６ページから４

９ページの１９款繰入金、１項基金繰入金では、新幹線厚狭駅整備基金

繰入金の皆増やふるさと支援基金繰入金の増などがあるものの、財政調

整基金繰入金の減などにより４６．５％、６億５，０７１万円減の７億

４，８６１万５，０００円を計上しております。４８、４９ページの２

０款繰越金、１項繰越金では、前年度と同額の３，０００万円を計上し

ております。また、２１款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料では２，

３００万円、２項市預金利子では、３万円を計上しております。４８ペ

ージから５１ページまでの３項貸付金元利収入では、金融機関預託金元

金収入や地域総合整備資金貸付金元金収入など２億４，４７２万５，０

００円を計上しております。次に５０ページから５５ページまでの４項

雑入では、退職手当他会計負担金やリサイクル事業収益金などの減があ

るものの、地域外来・検査センター事業に係る検査検体搬送料や学校給

食費の皆増などにより、６億４，６４７万２，０００円を計上しており、

２１款全体では５４．３％、３億２，１６７万３，０００円増の９億１，

４２２万７，０００円を計上しております。５６、５７ページの２２款

市債、１項市債では、保育所施設整備事業債や児童クラブ室整備事業債、

臨時財政対策債などの増があるものの、埴生地区複合施設整備事業債の

皆減のほか、庁舎整備事業債や治水対策事業債、小学校整備事業債など

の減により６．６％、２億８８０万円減の２９億３，１７０万円を計上

しております。続きまして、歳出について、款項ごとに御説明します。

５８、５９ページをお開きください。５８ページから６１ページの１款
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議会費、１項議会費では、議員報酬の増などにより、対前年度１．７％、

４０２万６，０００円増の２億３，７３１万５，０００円を計上してお

ります。次に、６２ページから１０５ページの、２款総務費、１項総務

管理費につきましては、２６億１，７９５万円を計上しております。主

な増減としまして、６２ページから６７ページの１目一般管理費では、

中山間地育づくり推進事業費の１０目への移行や空家対策事業費の１３

目への移行に伴う関連経費の皆減のほか、退職手当をはじめとした人件

費の増などがあります。また、７４ページから７７ページの８目財産管

理費では、財政調整基金積立金の減、７６ページから７９ページの９目

企画費では、ＲＰＡ等導入・支援委託料の皆減はあるものの、官民連携

による商工センター跡地利活用事業に係るアドバイザリー業務委託料や

移住定住プロモーション業務委託料の皆増、きらら交流館再整備検討に

係る調査委託料の増などがあります。続いて、７８ページから８１ペー

ジの１０目地域振興費では、１目から移行した中山間地域づくり推進事

業費の皆増や、ふるさと納税に係る報償金、ふるさと支援基金積立金の

増、８４、８５ページでは、新たに１３目空家対策費を設定し、1 目か

ら移行した関連経費のほか、特定家屋への対策費として工事委託料を計

上しております。８４ページから８７ページの１４目防災費では、Ｊ－

ＡＬＥＲＴ情報伝達事業に係る機械器具費の皆減、９０、９１ページの

２０目自治会活動推進費では、防犯外灯設置補助金や自治会館建設補助

金の減、９２ページから９５ページの２２目文化振興費では、県央連携

事業に係る備品購入費や、現代ガラス展実行委員会負担金の皆減、９８

ページから１０１ページの２６目スポーツ振興費では、山口県立おのだ

サッカー交流公園負担金の皆減、１００ページから１０３ページの２７

目スポーツ施設費では、サッカー交流公園の管理運営経費の皆増、１０

２、１０３ページの２８目厚狭地区複合施設費では、保健センター空調

機器更新事業費の増などがあり、２９目本庁舎改修事業費、１０４、１

０５ページの３０目市民館改修事業費では、改修工事の進捗に伴う事業

費の減があります。また、新たな目となります３１目新型コロナウイル

ス対策費では、新生児応援金や新型コロナウイルス等感染症対策基金積

立金などを計上しております。次に、１０４ページから１０９ページの

２項徴税費では、２億６，５６１万１，０００円を計上しており、主な

増減としましては、人件費や市税に係る償還金、固定資産総合鑑定評価

委託料の増などがあります。１０８ページから１１１ページの３項戸籍

住民基本台帳費では、１億８，８３９万４，０００円を計上しており、

主な増減として、マイナンバーカードの交付関連事務費や人件費の増な

どがあります。続いて、１１２ページから１２３ページの４項選挙費で
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は、１億８，０３２万５，０００円を計上しており、衆議院議員選挙費、

県知事選挙費、市議会議員選挙費の皆増や、市長選挙費の増などがあり

ます。次に、１２２ページから１２５ページの５項統計調査費では、国

勢調査費の皆減などがあり、１，３５９万６，０００円を計上し、１２

４ページから１２７ページの６項監査委員費では、２，９１１万５，０

００円を計上しております。また、１２６ページから１２９ページの７

項大学費では、運営費交付金や授業料等減免補助金の増などがあり、１

７億４，７２６万５，０００円を計上しており、２款全体としましては

４．８％、２億５，４０８万２，０００円減の５０億４，２２５万６，

０００円を計上しております。続きまして、１２８ページから１４７ペ

ージの３款民生費、１項社会福祉費につきましては、５１億６，２７９

万２，０００円を計上しております。主な増減として、１２８ページか

ら１３３ページの１目社会福祉総務費では、介護保険特別会計繰出金の

減、１３２ページから１３９ページの２目障害者福祉費では、扶助費に

おける児童発達支援給付費、放課後等デイサービス給付費の増や、居宅

介護等給付費、自立支援医療給付費の減、１３８ページから１４１ペー

ジの３目高齢者福祉費では、老人保護措置費の増などがあります。次に、

１４６ページから１６３ページの２項児童福祉費につきましては、４６

億８，３７８万７，０００円を計上しております。主な増減として、１

４６ページから１５１ページの１目児童福祉総務費では、私立保育園に

対する施設整備補助金の増、１５０ページから１５３ページの２目児童

措置費では、制度拡充に伴う子ども医療助成費の増のほか、私立保育園

に係る保育所運営費や私立幼稚園運営費負担金、児童手当などの減、１

５２ページから１５７ページの４目保育所費では、山陽地区公立保育所

整備事業費の増などがあります。１６２ページから１６５ページの３項

生活保護費につきましては、１２億５，２５２万７，０００円を計上し

ており、１６４、１６５ページの２目扶助費では、生活扶助費や医療扶

助費の減などがあります。また、１６４ページから１６７ページの４項

災害救助費では、災害援護資金貸付金元金償還金の減などがあり、１５

５万４，０００円を計上しており、３款全体としましては０．１％、６

４６万円減の１１１億６６万円を計上しております。次に、１６６ペー

ジから１８３ページの４款衛生費、１項保健衛生費につきましては、１

２億５，５１９万７，０００円を計上しており、１７２、１７３ページ

の２目予防費では、予防接種委託料や抗体検査委託料の減などがありま

す。また新設の目であります、１８０ページから１８３ページの７目新

型コロナウイルス対策費では、地域外来・検査センター事業費やワクチ

ン接種事業に係る人件費を計上しております。１８２ページから１８９
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ページの２項清掃費につきましては、１０億９，３００万７，０００円

を計上しており、主な増減として、１８４ページから１８７ページの２

目塵芥処理費では、環境衛生センターに係る維持補修費やごみ処理施設

運転管理業務委託料の増、１８６ページから１８９ページの３目し尿処

理費では、小野田浄化センターにおける検査業務委託料や設備更新に係

る工事請負費の増などがあり、４款全体としましては７．９％、１億７，

１７６万１，０００円増の２３億４，８２０万４，０００円を計上して

おります。１８８ページから１９１ページの５款労働費、１項労働諸費

では、就労支援業務委託料の皆減や人件費の減などがあるほか、１９０、

１９１ページの勤労青少年ホーム費は、廃目となり、５款全体としまし

ては３７．７％、２，３１９万６，０００円減の３，８３９万８，００

０円を計上しております。続きまして、１９２ページから２０３ページ

の６款農林水産業費、１項農業費につきましては、３億１，８９７万８，

０００円を計上しており、主な増減として、１９４ページから１９７ペ

ージの２目農業総務費では、地方卸売市場事業特別会計繰出金の皆減や

山陽有線放送電話共同設置協会本部局舎撤去事業費の皆増、１９８ペー

ジから２０１ページの４目農地総務費では、農業集落排水事業への繰り

出しの減、２００ページから２０３ページの５目土地改良事業費では、

県営経営体育成基盤整備事業に係る調査設計委託料や県事業負担金の減

などがあります。２０２ページから２０５ページの２項林業費につきま

しては、３，５９２万６，０００円を計上しており、２０２ページから

２０５ページの２目林業振興費では、地域が育む豊かな森林づくり推進

事業委託料の皆増や、森林経営管理事業に係る調査委託料の増などがあ

ります。２０４ページから２０９ページの３項水産業費につきましては、

1 億３，１６５万７，０００円を計上しており、主な増減として、２０

４ページから２０７ページの１目水産業総務費では、西の浜排水機場に

係る雨水ポンプ修繕事業費の皆減、２０６ページから２０９ページの３

目漁港建設費では、海岸保全施設整備事業費の増などがあり、６款全体

としましては０．２％、７８万５，０００円増の４億８，６５６万１，

０００円を計上しております。続きまして、２０８ページから２１９ペ

ージの７款商工費、１項商工費につきましては、主な増減として、２０

８ページから２１３ページの１目商工総務費では、交通施設バリアフリ

ー化整備事業補助金の皆増や地方バス路線維持費補助金の増、２１２ペ

ージから２１５ページの２目商工振興費では、ガラスのブランド化推進

事業委託料の増のほか、用地取得奨励金の皆減や工場設置奨励金などの

減、２１６ページから２１７ページの４目観光宣伝費では、熱気球体験

搭乗業務委託料の皆増や山口ゆめ回廊博覧会の実施に伴う山口県央連携
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都市圏域事業負担金の増などがあり、７款全体としましては３８．８％、

３億９，７８４万円減の６億２，６７０万７，０００円を計上しており

ます。次に、２１８ページから２２１ページの８款土木費、１項土木管

理費では、県事業負担金などの減があり、６，１３０万８，０００円を

計上しております。また、２２０ページから２２７ページの２項道路橋

りょう費につきましては、３億４，４７２万４，０００円を計上してお

り、主な増減として、２２２ページから２２５ページの３目道路橋りょ

う維持費では、六の割ポンプ場発電機更新事業費の皆増、２２４ページ

から２２７ページの４目道路新設改良費では、通学路安全対策事業費の

増や市道改良事業費の減などがあります。２２６ページから２２９ペー

ジの３項河川費につきましては、東下津地区内水対策施設整備事業費の

皆減などがあり、５，０５３万７，０００円を計上し、２２８、２２９

ページの４項港湾費につきましては、小野田港港湾整備に係る県事業負

担金の増などがあり、８，３３４万４，０００円を計上しております。

続きまして、２３０ページから２３９ページの５項都市計画費につきま

しては、１４億８，８６７万３，０００円を計上しており、主な増減と

して、２３０ページから２３３ページの 1 目都市計画総務費では、都市

計画道路整備に係る県事業負担金の減や下水道事業に対する繰出の増、

２３２ページから２３７ページの２目緑地公園費では、最終処分場一体

緑地償還金や江汐公園施設整備基金積立金の皆減、２３６、２３７ペー

ジの３目建築指導費では、大規模盛土造成地の変動予測調査事業に係る

調査委託料の皆増などがあるほか、都市再生整備事業費は、廃目となっ

ております。また、２３８ページから２４１ページの６項住宅費におき

ましては、市営住宅維持管理事業として、外壁改修工事や屋根防水工事

などがあり、２億１，１９６万６，０００円を計上しております。８款

全体としましては１４．０％、３億６，４４０万３，０００円減の２２

億４，０５５万２，０００円を計上しております。次に、２４０ページ

から２４５ページの９款消防費、１項消防費につきましては、主な増減

として、２４０ページから２４３ページの１目常備消防費では、山陽消

防署埴生出張所建設基金積立金の皆増、２４２ページから２４５ページ

の２目非常備消防費では、消防団車両等整備事業費の皆減や埴生分団庫

整備事業費の増、２４４、２４５ページの３目消防施設費では、山陽消

防署埴生出張所整備事業費の皆増や消火栓負担金の増などがあり、９款

全体としましては１１．５％、１億１，７０９万６，０００円増の１１

億３，８６３万３，０００円を計上しております。２４４ページから２

５１ページの１０款教育費、１項教育総務費につきましては、人件費を

中心に２億８，４９７万７，０００円を計上しております。次に、２５
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０ページから２５７ページの２項小学校費につきましては、７億２，５

７４万７，０００円を計上しており、主な増減として、２５４ページか

ら２５７ページの２目教育振興費では、教科書改訂に伴う教員用教科書

等の購入費の減やＧＩＧＡスクール推進事業に係る通信料、人材派遣委

託料の皆増、２５６、２５７ページの３目学校建設費では、高千帆小学

校校舎整備事業費や旧埴生小学校グラウンド南側法面整備事業費の増、

埴生小中学校整備事業費の減などがあります。２５６ページから２６１

ページの３項中学校費につきましては、１億６，１３３万９，０００円

を計上しており、主な増減として、２５８ページから２６１ページの２

目教育振興費では、教科書改訂に伴う教員用教科書等の購入費の増やＧ

ＩＧＡスクール推進事業に係る通信料、人材派遣委託料の皆増、２６０、

２６１ページの３目学校建設費では、厚狭中学校トイレ改修事業に係る

設計委託料の皆増などがあります。２６０ページから２６５ページの４

項幼稚園費では、給食費の公会計化に伴う賄材料費等の皆増などがあり、

３，９７０万５，０００円を計上しております。また、２６４ページか

ら２８３ページの５項社会教育費につきましては、５億２５８万９，０

００円を計上しており、２７２ページから２７７ページの３目図書館費

では、図書システム更新事業費の皆増、２８２、２８３ページの８目埴

生地区複合施設整備事業費では、事業の進捗に伴い、工事請負費や備品

購入費の皆減などがあります。次に、２８２ページから２８９ページの

６項保健体育費につきましては、７億６，０４４万２，０００円を計上

しており、２８４ページから２８９ページの２目給食費では、学校給食

費の公会計化に伴う賄材料費等の増などがあります。１０款全体としま

しては１．８％、４，４９５万２，０００円増の２４億７，４７９万９，

０００円を計上しております。続いて、２８８、２８９ページの１１款

災害復旧費、１項鉱害復旧費では、前年度と同額の９万円を計上し、１

２款公債費、１項公債費につきましては、１目では、地方債元金、２目

では、地方債利子及び一時借入金利子の償還金を計上しております。近

年の借入金利の情勢などによる地方債利子の減はありますが、合併特例

債等を活用した大型建設事業や臨時財政対策債に係る地方債元金の増に

より、１２款全体としましては８．１％、２億５，６３６万１，０００

円増の３４億１，５８２万５，０００円を計上しております。また、ペ

ージ下段の１３款予備費、１項予備費では、前年度と同額の５，０００

万円を計上しております。続きまして、２９１ページから３０６ページ

では、当初予算における給与費明細書のほか、債務負担行為や、地方債

に関する調書を掲載しております。最後に、財政指標につきましては、

財政力指数は、３か年平均で０．５９９、実質公債費比率は８．１％を
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見込んでいるところです。以上、令和３年度一般会計予算の歳入歳出に

係る総括的な説明をしました。御審査のほど、よろしくお願いします。 

 

矢田松夫委員長 執行部の説明が終わりました。質疑については全体的に共通

する部分がありましたら、この場で質疑を行いたいと思います。総括的

にありましたらお願いします。 

 

森山喜久委員 ２９２ページ。会計年度任用職員の手当の関係ですが、時間外

勤務手当の前年度が１８万円で本年度は２９０万円というふうな形で大

幅に増額されていますが、その理由はどういったことでしょうか。 

 

山本財政課長 詳細については、私どもでは分かりかねますので、申し訳あり

ません。 

 

矢田松夫委員長 各分科会で該当する部分がありますので、そのときにお答え

するということですね。（「はい」と呼ぶ者あり）ほかにございませんか。 

 

藤岡修美委員 実質公債費比率が８．１、財政力指数が０．５９９ということ

で、令和２年度に比べて下がっているんですけども、義務的経費構成比

は４８．５で、令和２年度と比べて若干上がっております。我が市の財

政状況をどのように財政当局は判断されているか、説明をお願いします。 

 

山本財政課長 実質公債費比率、財政力指数の辺りを見られてということだと

思いますが、実質公債費比率は実際に数値が小さいほど、財政の負担は

少ないということで、改善したかに見えますが、これはあくまでも、３

か年平均の数字になりますので、今後、この数字は上がっていくだろう

というふうに思っております。それから、義務的経費の辺りの話になり

ますが、財政の硬直度合いといいますか、その辺りの話かなと思います

けども、今、経常収支比率は、これも前年の数値、当初予算上の数値と

比較すると、改善したような形でお示ししておりますが、これも、例え

ば令和３年度については、令和２年度の税の徴収猶予分が一部、２億円

弱ですけども、予算の中に入ってきているということもありまして、数

値が良いように見えるわけですけども、実際には、それほど良い数字で

はなくて、このままの数字であっても割と高いかなという印象を持って

いますけども、これから歳出改革等を通じて、財政の健全化に努めてい

く必要があるというふうに思っています。 
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矢田松夫委員長 ほかに御質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）なけれ

ば以上で質疑を終わります。予算については各分科会で慎重なる審査を

お願いしまして、一般会計予算決算常任委員会を散会します。 

 

午後２時１５分 散会 

 

令和３年３月１０日 

 

一般会計予算決算常任委員長 矢 田 松 夫 

 

 

 

 


